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　1. 2. 2. 2　抵抗負荷のとき
1.2.3　自由振動と異常電圧の算定図表………………
　1. 2. 3.1　抵抗負荷のとき波形の解析｀




































　1. 3. 4. 2　3相第１回路状態の解の性賢
　1.3.4.3　3相第１回路の２種類の自由振動
　1.3. 4.4　3相第２回路状態の２種類の自由振動

























































































　2. 2. 3. 2　管電圧の脈動との関係

















2. 4. 2. 4　写　真　効　果　　　　，･’
















　2. 3. 2. 2　X線管のＦ－７特性とＸ線の透過特性




























































































































































































































































































































































































































　日本放射線工業技術規格( J IRES). X-5, (1958 )によって，電源
設備より算出した。
　　　　　直列抵抗　　　　　　　　沢乙＝Ｏ●０３１４ｎ
　　　　　直列インピーダンス　　££ニ0.1 1 2 mH
　　　　　合成インピーダンス　　0.0 5 1411(6 0 c･p.s)





































0.0 5 3 6
0.0 6 7 6
0.0 8 1 7
0.0 8 7 5
0.0 7 3 2
0.0 3 2 6

















　　　　　　2 3 mmφ　６ｍ　　Cc=l150 pF
　　　　一29mmφ　２ｍ　　Cc= 370pF
(9)高圧側からみた回路定数
　(1)～(8)で, 1.1 - 6図の各定数を測定したが，変圧器より左側をつぎの









































































kｖｐが高いほどこの振動が顕著になる( 1.1 - 9図)。， 1.2 , 1.4 , 1.5章
でのぺる異常電圧は，これと同種の減衰振動によるものであるから，この
性質について1.1.2.4で抵抗負荷のときと比較して実験的に考察し，しかる












　1.1 - 1 0図は，変圧器端子電圧(ＡＣ側)と，整流された管電圧を示
　　　　　　　　　　　　　　　　-15-
した図で，同図(a)では平滑化現象がみられる。












これを｡1.1 - 1 3図に示しておく。
1｡1.２４　抵抗負荷のときの測定結果とＸ峻管の等価抵抗値
　Ｘ線管のかわりに抵抗馬を接続したときの，直流側高電圧波形と変圧器























































































































































































( 1. 1. 7 )
( 1. 1. 8 )
● - ● ■ －


























β２くＯのときには> cosh> s inhの項がCOS. s in　になるので自由振動
（減衰振動）か発生する。























〔計算例①〕　£＝３ 5.3 H, ≪,= 2 5.2 kfl , R,= 1００kfl























　この要素はe = 8.5でを使って附録( 1. 7 ) ( 1. 9 )式に数値を代入すれ
ば求められ，つぎの結果を得た。
　９･･･゜4 0 2.1 ｓｉｎωt―s in Ｏ° ε゜“ｚｃｏｓｈβ１
　　　　　＋｛3 5.1 1 sin (-2.3°）¬３ ２．５３ COS (-2.3°)} e≪'sinhβｚ
　　　　　= 40 2.1 f sinω<-0.08 04 8 6゜' sinhβε｝
　？１２１＝20.30 s in (ωｚ -2.3°)-sin (-2.3°）μｇｃｏｓｈβｚ
　　　　　- { 0.1 6 9 0 COS (―2.3°) + 1.7 0 5 sin (-2.3°)。} £≪'sinhβｚ
　χＨ２° 1 2.7 7 eα' s inhβｚ
　;?r.≫° ｓ“ｚcosh βt +1.9 0 8 e°" sinh βｚ
’　　（χ:。= -4964.β= 2230
これらを( 1.1.1 4 )式に代入して，求めるら，t･，を得た。




　　ｔ７,〔ｋｖ〕=2 0.3 of sin(ωｚ -2.3°）
　‘　　　　　十ε’゛゜･*'( 0.0 8 0 2 6　cosh 2230 t -0.1 60 6 sinh22300}
　　このグラフを画けば求める波形になるが，定常項はすでに画かれている







〔計算例②〕　R,= 480kfl, C = 650pF.その他は①と同じ
　　（９μ）〕の定常項＝（に）の定常項










　　　tﾇﾌﾟ= 2 7.2 5 s in 1 7 6,7°
であるとして数値計算をおこない，つぎの解を得た。
　　　S(O=1 1 4.5 (sinωt -0.0 4 0 1　£-"°“　sin 5980 0
　　　側り＝i! 7.5 7 { s i n (ωt-3.3°J
　　　　　＋ｓ ""･" (0.1152　COS　5 9 80 <-0.0 5 68　s in　5 98 0 ' )}
この計算例において　β= y 5 9 8 0になるので　過渡項は自由振動になる。
その周期は1 5.8 7°である。この場合にも過渡項の減衰が早いので，一回
の計算で解が得られた。
〔計算例③〕　/?,= 2Mn, C = 65 0 pF,その他は①と同じ
　　〔(pAn〕の定常項＝（ぷ）の定常項
=(二二ごご))









　　９田゛3 0.6 2 { sin(ωt +12.0 )-sinl f･ s“ COS β’弓
　　　　　+ { 1.2 6 7 sin (-1.6°)-0.4 3 5 3 COS ( ―1が) } e"'sinβ’z
　　９･,,= 29.73　Cｓill（゜t -1.6 )-sin(-1.6°）ｓ“ ｃｏｓβト
　　　　　　　　　　　-{ 0.0 5 8 0 cos (-1.6°)+0.1 0 02 sin (-1.6°)}
×び“ｓinβ川
a = -i １ ２５ ，
ｔﾀＩ‘゜＝０
β＝ｊβ'= y66 0 8
これより，求める電流，電圧はつぎのようになる。　’。
　　　収ｍＡ〕＝3 0.6 2 { sin(ωｚ＋１ ２．０°）　　　　　　ヽ･
　　　　　　　　－ｓ-I3est(0.20 79 cos6 608 f +0.0 1 51sin6608O}
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
　　　１ﾀｌ〔ｋｖ〕＝29.3 7 { s i n (ωt-1.6°）
十Ｓ
- I2BB(
( 0.0 2792 COS6608 t -0.0 5 5 2 0りn6608O}

















　　　　3 8.7 2 s in (ωz＋θ＋3 7.4°）
　　゜
（







































( 1.1.1 7 )
ゆえにこの例では



















　≫,(0〔ｍＡ〕= 3 8.7 2 { si n (ω1＋4 6．１°）
　　－ｓ‘""'･'"(0.7 20 6　COS　3623 t +0.4 1 6 8 sin3623 t )}
　りｚ）〔ｋｖ〕＝2 9.9 8 { sin (ωt +6.8°)














































0.8 5 2 1　F
-0.5 6ろ５ｊ
0.0 1 12　／
0.0 0 9 6 2 f'
0．０ ５ ７'６ ろＦ
９１‾
1. 0 5 6 E
"
６ろ．０°




0.0 5 2 0 7『















































































































































　回路状態の符号を. 1. 1 - 1 8図に示すように1.3,1'とすると. 1,1'の
等価回路は，当然1. 1 - 1 6図と同じになるが，３に対しては，Ｘ線管の




































　１例として, 6 OkVp, ３００ｍＡのときのＦ－Ｚ特性を近似させるとつ
ぎのようになる。
　　　Ｓ°1 5 0mA,　　Ｆｏ°lOkV
　　　≪,= 80kfi(l.lO.　20 0 kn(3)
　１次電圧は，実験によって125V　と求められたが，このときの定数は
つぎのようである。　　　　　　　　　　　　　　　’






　　　6 1 2.2 s in (ωt +6-1 0.1°）
　゛
（





　　　3 3 3.6 sin (ω1十6-2.1°）＋117.3.
　゛
（
3 3.1 1 s in (ωt +6-7.6°）－1.464）
　まず，３つの回路状態の定常項を，それぞれが占めそうな位相角に対し






　　第1.1'回路状態. a =-615 7 .　β= 4160



































( 1.1.2 2 ）
その結果，つぎの解を得る。
　　　ら･国　＝　6 1 2.2 { sin (ω≪ +15 4.5°）
　　　　　　－ε’゜'"*(0.0 2 4 5 cosh 4 1 6 0 < +0.0 0 0 7 4 sinh4 1 60り｝
　　　町田　= 2 4.4 7 { sin (ωt 4-15 １．６）
－ε
-8IB7< ( 0.0 6 6 9 cosh4 1 60 i +0.0 28 5 sinh4 1 6 0 0｝






















　　　',(0 = 6 １ 2.2 { s i n (ωt -0.5°)
　　　＋ε’゜'"V0.0 0 87 cosh4 160 ≪-0.04 8 7 si nh 41600}
　　　り0 = 2 4.4 7 { sin (ωｚ -3.4°）

































‘"°" (0.1134 cos2842'+0.0 027sin2842< )}
　　　りz】= -2.9 2 7+3 3.11 { sin (ω1＋3 0.♂）








　　　£゜3 6.0 H･　Ｃ°2170 pF･　Ｒ２° ２５．７ｋｎ･
　　　£ =3 3.5 2kV・（１次電圧９９Ｆ）･
　　　Ｓ = 6 8 mA,　　Ｆ。= 5.0 8 0kV,
　　　/?,= 130 kn(l.l') ≫ lMn(3)
前例と同様な方法で，第1″回路状態から計算する。
第1’回路状態･…θ＝１７０ぶ^7"= 4 4.8 8 mA, v,"゜= 5.0 8 0 k V
　　　ii=5 16.2{ sin(ωt -16 3.4°）




●tﾀ,・＝１　2 5.0 5 {sin (ωｚ－１ ６ 0.2°)
－ε
~aBo≫t
(0.1 357 COS 16 1 9 < +0.4 8 74 sinl6 190 }
第１回路状態････∂= 6.6° ,　≪,'°= 1.3 9 8kV
　　　ら＝５ １６．２(sinωｚ -0.00 88 2 e-"'りsinl 6 19 O
　　　　り= 2 5.0 5 { sin (Ｑ>　t　-３．２°）
　　　　　＋ｓ ’ｓｓ°゜ｚ(0.1 １１６ COS １６１９ｚ二〇.1938sinl6l9O}
第３回路状態･…θ＝2 1.1°，i3’ｏ＝1 2 9.3 mA　， 吋゜= 5.0 8 0kV
　　　　ら＝5 6.9 6 ＋7 2･4 4 {sin (o)t+40.7°）
　　　　　十£"'"･*' (0.3459 cos 3 5 78 f十〇.4 022sin3578f )}
　　　　ﾌﾀ,==-1.4 ６４＋３２．１４{ sin(ωt +1 8.5°)
　　　　　-£-"・･"' (0.1144 COS 3 5 7 8 t-0.1 4 25 sin3578O}
　　これを図示すれば1.1 - 2 1図⑦のようになる．第３回路状態の終期に
おいて過渡項が消失するので，１回の計算で求める解を得ることができた．
1｡1.4.3　理論による波形と実測波形との比較





実　測　値 6 0 kVp　3 0 0mA 6 0 kVp　1 0 0mA









































　ピーク値の附近では，第１回路状態であるから，電圧波形は( 1.1.1 0 )
式の9ﾀIであらわされるが，ここでは，管電流が１００ｍＡ以上の場合を問題
にするので，過渡項は減衰して消失しているとみなす。よって定常項の振
巾として附録( 1.1 2 )式のＦを計算すればよい，この計算結果と球ギ。










mA以下では２ｋｖ以内で実用上さしつかえないが≫ 5 0 0 mAでは１０ kVp




表( 1.1 - 2 2図）と比較すると，６０ｋｖｐで３００ｍＡ以下では，古い












































































































































ここで，y･,I。 912,は附録( 1.9 )式と同じである。
　この状態は　ら＝○で終るが，つぎは1. 1. 3.にのぺた条件にしたがっ
て，第１，第２いずれかの回路状態に移行する。このようにして，















































　(1.1.11)式のαは減衰の早さ･ ( 1.1.12 )式のβ２は振動数に関係
するが1 a/v ,βｙ♂をパラメータとして. 1.2 - 9図のように. *,rで
表現しておけば. ( V , z , ｚ， ｙ）の組合わせに対して，自由振動の発
生の有無と特性を簡単に知ることができる。これは（£, C, R^, f?,）で
































　　　　　e-(p=馬／12・β= V ・ t =7Zン■・δ＝π
として前項のｍを用いると，γはy71だけであらわされる。
ト＝痢匹匹万 ( 1.2.3 )
この関係は1. 2 - 1 1図のようＫなる。





































実測値を1.2 - 1 3図に比較した。実測値の方が高くなるが，差は測定誤
　　　　　　　　　　　　　　　　－45－
－ Φ - ･
誤差0.0 5以内である。





















に実測値を下廻るのは，測定誤差のほかに. (1.2.2)式を( 1.2.3 )式で近
似したことによる誤差も含まれるからである。さらに・閉路時には定常状































. = I － － － 〃 － ● I









































































































































































　　r.= 0.01 4 1n･，　y = o.o4 6 8n.　r,= o.o4 4 2n.
　　r,＝2.85kn，　　£, =1 8.83 H,　　C,=5 1 0 pF












































































































































































































































































































































( 1. 3. 1 )
ＤΞ
???
　ここで･（1. 1,7 ) (1. 1.8 ）式で回路定数を変換して，断統回路解析
法（10）を適用する。この変換をおこなったので。‘文字計算を著しく簡単に
することができた。




この要素を，附録( 3.6 ) ( 3.7 )式に示す。
つぎに起電力による項は，Ｖ相を基準にして考える。










ただし，各要素は附録( 3.1 1 ) - ( 3.1 6 )式に示されている。


























































( 1.3.1 0 )



























( 1.3.1 3 )
( 1.3.1 4 )










( 1.3.1 7 )
ここで･各要素は附録(3. 36 )( 3.37)式のようである。
つぎに起電力のｐ函数は( 1. 3.9 )式によってつぎのようにする。































( 1.3.2 0 )-( 1.3.2 2 )により，つぎの解を得る
????? ?
べ回十匈
( 1.3.2 2 )
( 1.3.2 3 ）
　ここで〔多。〕･（i2）の要素は，附録( 3.5 0 )式に示されている。この












　ＲＩ°25 Okn, Cc = OpF,　Ｒ２＝　1 2.0 kn.　£= 2 4.5H
　Ｃ ゛ ５１０？F.　A" = 340ｐＦ.　£ = 3 6.4 1 kV.　ω=2 7r゜６０
呵4－
〔第１回路状態の主な定数〕
　α,= -2 4 4.9・β,゜/8 94 3・ Ｆｔ／£= 1.0 0 2・ 9?!= 0.1°
　α゜-8 0 88,β＝ i47 19， Ｖ／Ｅ = 0.9 ５４８９？ ゛ ２．６°
　X =0.0 5 4 7,タ= 1.141.　μ= 8946,　z = 2 1 9.2 kn
〔第２回路状態の主な定数〕
　^ = 0.0 4 4 7 1,り゛Ｏ･9314・ y,= 1 095 0・ Ｚ２° 2 6 8.4 kn
　a,= -4 8 9.8・Ｆ。／£゛１ ７．７３・ ？３゛ ３ ７．６°
　α２’ －６ １ ２１・ β２゛ ｊ６ ９４ ３・Ｆｙ／£= 1.3 ９ ９・ ？２゛ 3.1０
〔第１回路状態の定常項〕











0.9 5 6 2




　0.0 4 3 8　0.0009‘
　0.9 5 6 2　0.0009
･Ｅ
-65-
0.0 9 6 3
0.0 9 6 3
０．0010
0.0010













　附録( 3.4 0 )式によ゜て？ｅｌ・ＣＤ ，９十・Sp一の定常項を求めるとつぎの
のようになる。
　　φ。1゛ 44･46E ,　φ。z゛‾3 8.8 7盆
　　φ十゜0.0 0 4 6 5 £ eづ“６－0.089651ど/゛吋゛
　　φ_ ･= -2 5.3 8 i eがｊク’ぶ゛
　　Ｅ　＝Ｅａ｀Ｊ∂２


























































相の振動の初期値はW S 1 -W S 2とy s 1 -Ｋ　Ｓ　２の平均値であるから











の過渡項は附録( 3.1 1 )式後半により計算できる。





































COS 8 2.6° CDS 4719 ≪
sin 8 2.6° sin 4719'
〔ｘ〕s8 2.6° sin4719≪



































　0.0 1 3 7
　0.0 1 3 7
ｓ゛２“．９ｚ　COS　　8943 <
e-244 Of　sin　8943 <
£ - 8088 ｚ　COS　47 19 ｚ














　0.1 0 9 6
-0.1 0 9 6
-0.4 24 8

























　6.4 3　　sin (ωｚ＋8 2.ぷ）
-6.2 3　　sin (ωz＋8 2.g））
　0.9 3 0 sin （ω1＋4　7.f）









































　つぎに，切り離されているＵ相の波形は. (1. 3.6 ）式によってつぎの
ように求められる。
　　司７＝3 6.41 (sin (ωｚ＋１２（ｒ）
十　〇.2 7 4 1 e -244゜COS ８９ ４３ Ｚ




























in ７ ９．ｆCOS 6 9 43 t
OS ７ ９．ｆCOS 6 94 3 <
1n 7 9.9 3 in 6 94 3 t
0ｓ ７９．ｆ sin 69 4 3 t
?
3 6.4 1 £■"'=･'
　(p－の過渡項＝－3 3.0 2 ×3 6.4 1 ｓ‘４ｅ°’ｓgsin 4 5.ぶ）






　　0.4 0 4 0
　-5.8 8 0
　　0.14 10
























5.5 9 sin (ωt +8 l.i"")
５ ９．１　　sin (ωｚ－４ 6.6)
５ ５．６　　sin (ωt +1 3 7.f )
0.9 3 2　sin (ωｚ＋７ 9.8)
-0.4 6 6　sin (ωｚ＋７９ｊ）
-71-
９ﾐ･
　0.4 2 0 8　　0.0 3 4 6　　　0
-0.2 104　-0.0 17 3　　3 7.4
-0.2 104　-0.0 173　-3 7.4









COS 6 94 3 *
sin6943 t
?





















V . ^ﾀw ,こおけ･5飛躍＝こ1｛（げ）４‘ｏ＋2（ぞ）１
-72-
?????
( 1.3.2 4 )
＼ただし，ここで＋０の記号を附けたのは，第１回路状態の終期値（第１務
初期値）をそのまS.第２回路状態の初期値として使うときの値である
〔( 1. 3.5 )式と附録( 3.5 4 )式〕。したがって，磁束保存則より求め
た第２種初期値ではない。この第２種初期値は，それぞれの第１種初期値
に上の( 1. 3.2 4 )式の値を加えた値である。この計算例では,(1.3.2 4 )
式はつぎの値をとる。






用してもよい。この計算例は60 kVp, 2 10 mA　に相当するのでその実















ヶ－プルの容量　〔pF〕 ０ 15 2 0
図
1.ろ－１５図
























































































　ｘ＝0.10 93，タ= 2.2769. y=4483, z=10 9.8 kn
　a,=-24 ４．９・βpy4487, F;／£゜1.00 6・９戸０．５°
　α=-2 2 1 4・β゜y4 1 38・ Ｆ／£゛０．９５９９・^= 2.4°
〔第２回路状態の主な定数〕
　ぐ゜０．０８ １５８・J9=1.7･ ００ . v,=6 ０ 15, z,=l ４ 7.1 kCl
　≪3=-4 ８ 9.8. Ｆ３／£= 9.7 2 1 .ら＝3 7.6°







































































s i n 4318 '
-10.5°) COS 4478 <






-0.0 2 7 3　　　0．５
-0.0 2 7 3　　-0.5
-4.5 6 1　　　　0
-4.5 6 1　　　　0
　0.0 5 5 0　　　0
　0.0550　　　0
　0.0 2 4 8　　　0．5





0.4 4 8 4








　0.2 0 8 3













　3.1 8 2 7
-0.2 0 18
.ｊ





　　ir　　＝　　　6.7 1 sin (ωz＋81.f)　　X3 6.4 1





　　吋y　　　　　　　0.93 s in (ω･－67よ)
＋　-“0.3 7 8 6　　　1.2 3 0　　　-1.3 3 8
　　-0.3 7 86　　　1.2 3 0　　　　1.3 3 8
　　- 0.1 3 2 6　　-0.0 2 6 3　　-0.15 14
　(

























-0.0 5 3 8
　０
sin 8 0.6° cos 46 69 ≪
COS　８ ０．｛ｒ　COS 4669 '
s in 8 0.6°　s in 4669 r
COS　８ 0.6° s i n 4669^
????????????????????????????
X_ = 0.5 e
4*9.8;
　0.1 2 1 8
-8.7 5 8
　0.0 6 3 0





















　cos4 4 6 9 <　　-20IBt(
ｓin4469
ｙ)
　5.5 9　s in (ωｚ＋　8 1.2)
　５ ９．１　sin (ωｚ－　4 6.6°)
　５ ５．６　sin (ωi + 13 7.7°)
　0.9 32 sin (ωｚ＋　７ 9.8)
― 0.4 6 6 sin (ωｚ＋　７ 9.8)
0.3 8 3 8　　-0.70 6 0
-0.1 ９ １ ９
-0.1 9 19
　0.3 5 1 7
-0.1 7 5 8
　0.3 5 3 0
　0.35 30





















　電流波形における飛躍= 0.38 4×3 6.41
　電圧波形における飛躍= 0.08 9 0×3 6.41
　　　　　　　　　　　　　　-78-
　〔実測波形との比較〕
　　1. 3 - 1 8図に上の計算例に相当する実測結果を示した。
　　実測波形において，第２回路状態においても振動が重畳しているがこれ



















































　この特性は附録( 3.1 3 ) ( 3.1 4 )式のα。β,であらわされるが，いずれ
も，ｙの値に無関係であるから. 1.2 - 9図に相当する図では，ｙ軸に平







( 1.3.2 5 )




























( 1.3.2 7 ）
斗
( 1.3.2 8 ）
　ここで行は転置行例をあらわす。右上の添字がＶのかわりにＷになるときは’
　dd)＼ -2icy:3十∂Iになる。〔HI〕は３行１例，〔Ｋ,〕，〔Ｒ,〕は４行１列の行列






































ひｖ一≪≪ =2 {〔Ｑｖ〕－（Ｑｗ）｝〔Ｓ〕 （1､3.3 0 )
すなわち，管電圧波形ではFI～β,の項は消失するので，零相回路の振動は，
管電圧波形にはあらわれないことがわかる。このことは, 1.3-15 ，1 7



































































振動の特性をあらわす図表を画くと. 1.3-2 1図. 1.3-2 2図を得る。
この場合には，自然振動の角周波数は






































































の定常項は，附録( 3.1 7 ) ( 3.1 1 )式によりつぎのようになる。
　　　　　岐一岬の定常項＝７（や3,－９,）の定常項







　　　　　kｖｐ値＝ＪＦ　　　　　　　　　　　( 1.3.3 3 )




























































































































ここで. (Pi。 ９４，は附録( 3.11)式に示されている。
（1）Ｘ徨管電極の異常電位
　岬について考える。位相角90°附近で異常電圧が最大になるので，附
録( 3.1 1 )式の９,1で　つぎのような近似をおこなう。
　　　　　　ｓin(θ,－９,)十sin(-2π／tl十θ,－？I)＝％

















































５図. 1. 4.- 6図に示した。いずれも１相を。その位相角の0°附近で閉路
し，他の２相を90°おくらせて投入する。 1.4-5図では，電位の飛躍が
ピーク値の凭であるから，たとえ異常電圧が発生しても，ピーク値を越え
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2｡1.2.2　人体と等価なファントーム


















































































　連続Ｘ線のスペクトル分布に関して. 1922年にKul enkampf ｆが7kV
～12kVの範囲の定電圧・定電流波形について実験式を与えQ3）1923年に














































































































































































































































　　　　　　　+ 1.9 2×10｀２/7ぷJふ　21!ち?2£d∂（＊） ( 2.2.2 )
(ii)中心嵩視野に等しいとき
　　　Ha = 0.9226Hb十〇｡0774//i'　　　　　　　　　　　　　　　　( 2.2 3 )
叩　中心寓視野より小さくて，視線との角がθなる円板のとき













( 2.2.5 )式によって，フィルム上で覚認しうる最小の対照|£ Ad mi。はつぎ
の式であらわされる。
















































































































































( 2.2.8 )式そのまｘの値を生理的対照度と呼ぶ。( 2.2.7 ) ( 2.2.8v)式より，
∠ISはつぎのようにあらわされる
　　　JS = gd∠μ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 2.2.9 )
ただし







































































認しうる濃度差は変らない。これは, 2.2 - 3図の曲線①とも一致する。
（3）部分的に黒い部分があると，その点の濃度が大きいほど見えにくくな





の径2.5 m)と⑤（径1.5 ra )の間にくる。⑩では，濃度が大きくなるに
したがって⑤から⑦に近づく。これは。順応光束発散度瓦fから考えれば
妥当である。


























ただし･検査の対象となる厚さ範囲を（j゛;･ ･ ゛２）とすると・X =^ X ｡－Ｓで
り･りに対応する螢光量がそれぞれ£。£２である。この螢光量範囲に濃度




ニ　（ぶ／１）∂ｌｏｇ（ＥノＥ，）≧1　　　　　　　　　　　　( 2.2.1 3 )
一方。δとｌｏｇ£の間には. 2.2 - 4図, 2.2 -・7図の関係があるので，
同図比おいて
　　　δ。(log£2－ loｇＥ，)=xyAx　　　　　　　　　( 2.2.1 4 )
になるような｡∂。，£1，£2を求めれば，£,と£詞の範囲で( 2.2.1 3 )式が
成立することがわかる。この式の意味を2.2-8図に示す。この図の曲線
は2.2-4 ，2.2.-7図の曲線をあらわしている。( 2.2.14 )式の左辺は，
2. 2.－8図の斜線部分の面積で，右辺は，この範囲の両端£。£2において
判別しうる厚さの割合∠μ／１の逆数である，そこで. 2.2 -4図と2.2-7






















































































































































































の少い方がkVp, mA sともに低くてすむ. kVpの差は，最大で１０以上に
迫する。しかし, 80kVp以上では差がない。 ｍＡｓについては. 80kVp以
　　　　　　｀　　　　　　　　　　　　　　-129-




























































? ? ? ? 』 ? ? ? ?
（1）距離６と速度t･　　　　▽
　距離＆は，胸部に対して1 5 ca.CiOO(102)v=2 5 a／１ｅｃ００ぼ）とする。
（2）焦点寸法／と撮影時間Ｚ
　本研究め実験に用いたＸ線管（島津製サークレプクス２）を使用すると






















　6 0 C 1相）





































































































































る場合に比べて増加する様子がわかる。しかも, Acryli te 10aを透過
すると。約30 kV以下のＸ線はほとんど透過しないので( 2.1 -1 0図)･
ピーク値附近の管電流比が，透過線量を大きく左右することが考えられる。








































































































































がほとんど現れない。しかし，実際問題としては, 0.0 1 sec のよ５な短
時間撮影もおとなわれ右。たとえば，４ｍのＡＬを４ ０kVp で距離5 0 cm






1 2 0 mA , 0.0 1 sec ,　１個
　6 0 mA , 0.0 2 sec . 2個
　2 0mA, 0.0 6 sec , 6個
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